












― ローマ法と比較して ― 
青砥  清一 
 
A Study on the Prescription System of The Seven Divisions  
by Alfonso X El Sabio 
- In comparison with Roman Law - 
AOTO Seiichi* 
 
要 約  









                                                  
  神田外語大学イベロアメリカ言語学科スペイン語専攻 准教授。Associate professor, 
Department of Spanish and Portuguese, Spanish Major, Kanda University of International Studies. 
国際社会研究（神田外語大学グローバル・コミュニケーション研究所紀要） 第 3 号、 2012 年 






Las Siete Partidas (The Seven Divisions) is the major legal code of the kingdom of 
Castile and Leon in the Thirteenth-Century. It was compiled by Alfonso X “El Sabio”, 
or the Learned (1221-1284, reigned 1252-1284), and is considered as the most 
important and influential code in the history of Spanish law.  
El Título Quinto del Libro Quinto de la Primera Partida (Division I, Book V, Title 
V) in an edition from the Real Academia de la Historia, published in 1807, deals in 
detail with the circumstances of the prescription. At this time, I wish to study on its 





13世紀カスティーリャ＝レオン王国のアルフォンソ十世賢王（Alfonso X El 
Sabio, 在位 1252-1284）により編纂され、スペイン法制史上最も重要な法典
の一つに数えられる Las Siete Partidas1)『七部法典』には、tienpo「期間」を事
由とする物の取得・喪失に関する規定がある。この「期間」はローマ法を継
受した制度であり、近代法の時効（西 prescripción, 羅 praescriptio）へと受け
継がれている。 
ローマ法の使用取得（usucapio）については盛んに研究されてきたが、こ
                                                  
1) 七部法典には主要な版として、Alonso Díaz de Montalvo による注釈付きの 1491 年版、
Gregorio López による注釈付きの 1555 年版、および王立歴史アカデミ （ーReal Academia de 





















る試みとして、ユースティーニアーヌス帝（Iustinianus I Magnus, 在位
527-565）の『ローマ法大全』（Corpus Iuris Civilis）以来となる大規模な法典
編纂が各地で行われる。1231 年シチリア王国フェデリーコ一世（神聖ローマ
皇帝フリードリヒ二世, 在位 1194-1250）による『メルフィ法典』（Constituzioni 
di Melfi）、1256 年から 1265 年にかけて『七部法典』、1280 年頃にフランス語
で著された『ボーヴェジ慣習法書』（Coutumes de Beauvaisis）、1340 年バルセ
                                                  
2)  García de Cortázar & Sesma Muñoz (1997: 443-448) 
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5) ラテン語の forum「法廷」に由来する。国土回復運動を通じ、イスラーム教徒から奪回し
た地域において、それぞれ独自の慣習法や特権が成文化され、法の地域的多様性が生じた。 
6)  González Jiménez (2004: 90-96), Karst (1998: 16-18) 
7) 「吾らのこの書の中の諸法律によりてまたは上述の『フエロ』によりて断定せられえざる
訴訟は、吾の偉大なる祖父にして王なるアルフォンソが、整理せらるべく命じたる『スィ
エテ・パルティダス』の中の諸法律によりて断定せらるべきこと。」（Karst 1998: 20-21） 
国際社会研究（神田外語大学グローバル・コミュニケーション研究所紀要） 第 3 号、 2012 年 

























                                                  

































国際社会研究（神田外語大学グローバル・コミュニケーション研究所紀要） 第 3 号、 2012 年 


















物（cosas comunales, 羅 res communes）を指し、以下の三つに分類される
（§1.5.8.2）。 
 
①「全ての生き物に共通する」（son comunales a todas las cosas que viven）物。
空気（ayre）、海（mar）、海岸（la ribera de la mar）および雨水（las aguas 
de las luvias）12)を挙げる。これらは人間に限らず、あらゆる生物が恩恵
を受ける物と考えられていた。ローマ法の共通物が専ら人間の利用する
                                                  
11) 本稿では、七部法典の条文番号を「§1.5.5.1」（第一部・第五篇・第五章・法一）のように
表記する。 













通する」（son comunales a logares señalados, asi como a cibdades e a villas, e a 











                                                  
13) 自然法は、「自然の理 naturalis ratio が全人類の間に設定したものは、總ての民族の間に一
様に保存せられて、全民族が利用するものとして萬民法と呼ばる」（原田 1954: 9）と定義
される。 
14) 奥田（1987: 45） 
15) 奥田（1987: 43） 
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不動産には、土地のほか、「定着し且つ固定され」（estan raygadas e firmes）、
「物と土地が損傷を受けることなく動かし得ない」（se non pueden mover sin 




































                                                  
17) 遺失物取得については、第一部・第五篇・第八章・法一七に詳細な規定がある。 
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Onde dezimos, que señorio es aquel poder, que ganan los omes en las cosas por el 
derecho de las leyes, o de las posturas que fezieron los enperadores e los reyes para 

























E tenencia es apoderamiento de voluntad, e de fecho en aquellas cosas que se pueden 
veer e tañer en tal manera, que aquel que las demanda por esta razon aya voluntad de 






                                                  
18) 七部法典では善意の欠如を表現するとき、現在使用される mala fe ではなく、副詞句 a 
sabiendas「事情を知りつつ」や、動詞 saber の現在分詞 sabiendo が用いられる（e.g. sabiendo 
lo que era forzada「強取された物であることを知りつつ」）。中世においては「事情を知っ
ていたこと」と「悪徳」が未分離であった。 
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「見て触れることのできる物」（cosas que se pueden veer e tañer）という文言
からは、所持の客体が有体物であるということが理解される。 







者との間には大きな区別がない（§1.5.8.32）」（non a grant departimiento entrel 





                                                  











し且つ己の支配下において之を所持しているものとする」（aquel que las 




















                                                  
20)  Eric（2003: 631） 
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ず、紀元前 5 世紀中葉『十二表法』（Lex Duodecim Tabularum）において動産
1 年、不動産 2 年の使用により成立する「使用取得」が設定され 22)、元首政
期を通じ、正権原・善意取得を要件として維持された。属州土地につき発達
した『長期間の前書』（praescriptio longi temporis）において、現在者間 10 年
および不在者間 20 年の占有につき訴訟上の保護が付与され、その後ユ帝の
531 年勅令をもって統一され、不動産につき長期間の前書として 10 年または





年を最長とし、40 年、30 年、20 年、10 年、5 年、4 年、3 年、2 年、1 年と 1




(1)  100 年（§1.5.5.2） 
最長 100 年の時効期間を援用することにより得喪の生じる物は、国王の所
有物である。耕作後または耕作中の土地（tierras llabradas o por labrar）、葡萄
園、立木、その他国王に従える穀倉係（celleros）の農地等を掲げる。 
                                                  
21) 小橋（2001: 277） 
22) 佐藤（1969: 106-107） 




また、ローマ教会に特別に帰属する物および権利（las cosas e de los derechos 




















                                                  
24) 栗生（2004: 2-3） 
25)  Karst（1998: 19） 
26) 原田（1954: 112）、ヨンパルト（2005: 140） 
27)  Eric（2003: 657 訳者解説） 
28)  González Jiménez（2004: 98） 
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の設定した期間も通常 30 年である 29)。 
                                                  

















そのほか、「隣人の家屋の壁に梁を入れる（meter alguna viga en su pared）権
利」や「家の中に明かりを入れるため、または屋根、雨樋もしくは水溝から
雨水をとるために隣人の家屋の壁に取水窓を取り付ける（aver feniestra en ella 
por que entre lunbre a sus casas o que ayan de coger las aguas de los teiados, o de 
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在者間 20 年の時効取得に関する規定を類推適用し、当該欠落期間を 1/2 に短








(5) 5 年（§1.5.5.7） 
加害者本人が生前に起こした事件について、被害者が加害者遺族に対し提


































の作成日から 2 年を期限として裁判官により受理され得るが、2 年を過ぎた
ら受理されず、防御権が時効消滅する。 
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(9) 1 年と 1 日、6 か月、3 か月、足掛 3 日（§1.5.5.11） 





























 その他、1 年と 1 日で時効消滅する訴権として、婚姻解消後の結納引渡請
求、および名誉棄損の訴えに関する規定がある。 
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20 年 - 元奴隷に対する訴権および奴隷身分復帰請求権の時効消滅 











1 年と 1 日 
- 不動産所持権の時効取得 
- 費用償還請求権の時効消滅 





6 か月 - 瑕疵担保責任の時効消滅 
3 か月 
- 配偶者死亡後の結納品引渡請求権の消滅（婚姻期間が 10 年を超える
場合） 






















                                                  
31)  Eric（2003: 619） 
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オの如く本権から独立した権利として、1 年と 1 日の期間で時効取得が可能
である。 
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Las Siete Partidas del Rey Don Alfonso el Sabio, cotejadas con varios códices antiguos 






内田貴（2011）、『民法 I 総則・物権総論［第 4 版］』、東京大学出版会. 
奥田敦（1987）、｢シエテ・パルティダスとローマ法 ― 物の分類をめぐって｣、『大
学院研究年報』第 16 号 I-2 法学研究科篇（下）、中央大学、pp.35-46. 
草野元己（1996）、『取得時効の研究』、信山社． 
栗生武夫（1932）、「教会法の法源」、『法学論叢』第 27 巻第 5 号・6 号、京都法学
会．〔復刻 1.0 版、2004 年 1 月 15 日、URL: home.q02.itscom.net/tosyokan/data/ 
KURYU/KURYU021.pdf〕 



















García de Cortázar, José Ángel & Sesma Muñoz, José Ángel (1997), Historia de la Edad 
Media: Una síntesis interpretativa, Alianza Universidad. 
González Jiménez, Manuel (2004), ALFONSO X el Sabio, Ariel. 
Karst, Kenneth L. (1998), Historical development of Latin American legal institutions, 塙
浩訳著『ラテン・アメリカ法史』，信山社出版． 
Ruiz-Rico Ruiz, José Manuel (2010), Código de leyes civiles, Editorial Tecnos. 
Stein, Peter Gonville (2003), Roman law in European history, 屋敷二郎監訳・関良徳
訳・藤本幸二訳『ローマ法とヨーロッパ』，ミネルヴァ書房． 
 

